
官民連携によるにぎわい創出に向けた取組の一例

発注者 美濃加茂市 （担当部署：市民協働部ひとづくり課）

事業期間 令和7年10月～令和12年3月

受託事業者 認定NPO法人カタリバ（再委託：一般社団法人ヒトノネ） ※令和7年7月プロポーザルにて決定

主なサービス
内容

事業内容は主に以下の３事業
取組①若者の居場所設置運営
→若者が自由に出入りできる場所を設置・運営し、若者が学校、家庭以外の第三の居場所として、

 安心して過ごすことができる場所を設置。

取組②若者の地域活動援助
→若者が行う地域活動等に対る助言や活動費の補助を行うことで、若者の活発な活動を促進。

取組③若者教育事業企画・開催
→若者が様々な分野に関心を持ち、積極的に学ぶようになることを目的として、若者を対象とした教育事業を企画・開催

対象 中高生を中心とした２０代までの若者

委託費 上限額約54,500千円 （全額成果支払対象額）

成果指標 等

取組① 利用者数、満足度、参画度
取組② 補助団体数、アンケート満足度（地域関係者）
取組③ 参加者数、興味・関心を持った参加者数
その他、評価委員による加減算項目により

評価対象期間：毎年1月末まで
評価方法：第三者評価委員会により評価（有識者、民間実務経験者、市職員） １

美濃加茂市若者活動支援事業 事業概要

上限値に対する達成割合 ～60% ～80% ～100% 100%超

評価点 60点 80点 100点 120点

取組①利用者数の評価方法

※下限値に満たない場合の評価点は「０」。

下限値 上限値

320人 480人
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美濃加茂市若者活動支援事業 事業実績（1/31現在)

取組①
若者の居場所
設置・運営

●開催日数 36日間（10/2より）

●延べ利用者数 504名（大学生・20代46名、高校生341名、中学生83名、小学生34名）

学校や市のSNS、居場所のSNSなどの広報、利用者の口コミなどで認知が拡大。
利用者のうち2回以上のリピート者は53.8％。
アクティブ層から不登校傾向の子どもなど幅広い層へリーチした。
●成果指標達成状況 等
①居場所の延べ利用者数（人） 結果 504人    達成率105％
②居場所利用者の満足度（％） 下限60 上限80
結果 アンケート「ユースセンターは安心して過ごせる場所ですか」

4以上の数（n=17） 88％ 達成率110％
③居場所の運営に参画する利用者の割合（％）
結果 アンケート「自分がやりたいこと、ほしいものは叶っていますか？」

4以上の数（n=5） 100％ 達成率120％

取組②

若者の地域活
動援助

●活動補助団体数 5件
●活動内容
地域の方を交えて高校生が子ども食堂や
餅つきを企画したり、地域イベントでマルシェを実施。
●成果指標達成状況 等
①活動補助団体数（団体） 5件 達成率100％
②関係した地域住民アンケートの満足度（%）
結果 アンケート「活動が楽しかったですか」 4以上の数（n=77） 96％ 達成率120％

取組③

若者教育事業
企画・開催

●開催日数 4日（お仕事図鑑〜学校の先生・旅行会社、金融講座2日）
講座は子どもの興味関心をヒアリングした上で、協力者に依頼して企画。
小学生から保護者まで幅広い層の参加があった。

●延べ利用者数 30人 回答者（n=30）のうちに対して
●成果指標達成状況 等
結果 アンケート「今度もこの講座に参加したいですか」 4以上の数（n=30） 30人 達成率100％ 

EkiFes RED it bee 出店 マルシェでもちつき！

全項目で上限値を達成
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美濃加茂市若者活動支援事業

ロジックモデル
（取組①）

庁内への説明
状況

令和6年  8月  ワークショップ実施（学生・民間事業者・庁内職員参加）
令和6年11～12月 関係部課長会議、市長協議
令和7年  3月 美濃加茂市議会 議決
令和7年  9月 ユースセンターオープンの周知（庁外共）

苦労した点 成果指標の設定、評価方法の決定

関係者の反応

【地域関係者】

”今後も学生と繋がりたい”、”活き活きとしている若い子達の姿がよかった”、”もっと事業を展開して
いってほしい”
【保護者】
”こどもが「楽しかった」と帰ってきた。”、”講座の講師をフォロー(SNS)していた。”

事業実施に
おけるキー
パーソン

・ヒアリングにご協力いただいた事業者、大学講師等の皆様
・ワークショップに参加した学生、民間事業者

プレス対応
岐阜新聞 ※令和7年10月2日(木) 掲載
NHK放送（まるっとぎふ）※令和7年12月5日 放送
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居場所の利用者数※

居場所の開催数

居場所に関わる地域住民・
ユースワーカーの数

学校、家庭以外の安心して過ごせ
る居場所と感じる若者の増加※

若者が学校、
家庭以外の
第三の居場
所として安心
して過ごせる

斜めの関係の構築

若者が地域と
関わりながら
活動する

体験により地
域に愛着を持

ち地域で
活躍できる人

材になる

アウトプット アウトカムアクティビティ

※成果指標に関連する部分
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